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子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
①
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
「
藤
沢
市
大
会
関
連
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
推
進
計
画
」（
案
）

②
待
機
児
童
の
状
況
と
解
消
に

向
け
た
取
組
等
―
―
以
上
２
件

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。　
　
　

〇
待
機
児
童
の
状
況
と
解
消
に

向
け
た
取
組
等
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

待
機
児
童
の
定
義
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
付
で

厚
生
労
働
省
か
ら
「
保
育
所
等

利
用
待
機
児
童
数
調
査
要
領
」

の
改
正
が
通
知
さ
れ
、
新
し
い

２
０
２
０
年
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　

そ
の
構
成
と
し
て
、「
２
０

２
０
年
ま
で
に
め
ざ
す
目
標
」

や
「
地
域
の
相
談
支
援
体
制
づ

く
り
に
関
す
る
課
題
」
を
設
定

し
、
取
り
組
み
の
進
捗
管
理
や

課
題
検
討
を
行
い
、
専
門
部
会

等
を
積
極
的
に
開
催
す
る
と
と

も
に
効
果
的
・
効
率
的
な
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、「
地
域
生
活
課
題

を
『
我
が
事
』
と
し
て
考
え
る

た
め
の
普
及
啓
発
」
及
び
「
地

域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
活
動

支
援
」
の
２
点
を
中
心
に
、
各

地
区
で
住
民
主
体
の
取
り
組
み

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
支
え

　

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
陳
情

１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

陳
情
は
趣
旨
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
平
成
29
年
度
国
民

健
康
保
険
料
の
料
率
②
藤
沢
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
―
―
以
上
２
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

〇
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
で
は
、
13
地
区
の
特
性

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月

13
日
に
開
催
さ
れ
、
請
願
１
件
、

陳
情
３
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
請
願
は
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
１
件
が
趣
旨

了
承
、
２
件
が
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
地
域
市
民
の
家
の

管
理
運
営
手
法
の
見
直
し
②
辻

堂
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
の

取
組
状
況
③
公
共
料
金
の
見
直

し
（
改
定
案
）
④
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用
に
係
る
取
組
状

況
⑤
入
湯
税
課
税
免
除
の
対
象

拡
大
に
係
る
検
討
状
況
―
―
以

上
５
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

〇
公
共
料
金
の
見
直
し
（
改
定

案
）
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

公
共
料
金
の
見
直
し
（
改
定

案
）
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
と

し
て
、
ま
ず
、
有
料
の
も
の
で

料
金
を
改
定
す
る
も
の
は
、
使

用
料
が
20
件
、
手
数
料
が
５
件
、

を
生
か
し
た
、
行
政
と
多
様
な

主
体
と
の
協
働
に
よ
る
支
え
あ

い
の
地
域
づ
く
り
を
共
通
基
盤

に
、
介
護
・
医
療
・
予
防
・
生

活
支
援
・
住
ま
い
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る「
藤

沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
平
成
27
年
度
か
ら
推
進
し
て

い
る
。

　

28
年
度
は
、
６
つ
の
重
点
テ

ー
マ
に
沿
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

に
よ
る
地
域
の
相
談
支
援
体
制

づ
く
り
や
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
開
始
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、「
支

え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
が
広

が
る
よ
う
、
郷
土
づ
く
り
推
進

会
議
等
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
の
現

状
や
課
題
の
共
有
を
進
め
て
い

る
。

　

29
年
度
は
、
組
織
改
正
に
伴

い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
室
を
新
設
し
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
連
携
と
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
６
つ
の
重
点
テ
ー
マ

の
推
進
に
つ
い
て
、
特
に
分
野

横
断
的
な
連
携
が
必
要
な
課
題

に
つ
い
て
、
短
期
目
標
と
し
て

中
部
地
区
で
小
規
模
保
育
事
業

Ａ
型
設
置
運
営
事
業
者
の
公
募

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の
予

定
と
し
て
は
、
公
募
結
果
を
市

議
会
９
月
定
例
会
の
子
ど
も
文

教
常
任
委
員
会
へ
報
告
す
る
と

と
も
に
、
施
設
整
備
に
係
る
補

助
金
の
補
正
予
算
上
程
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
決
定
済
み
の
施
設
整

備
に
よ
り
、
１
７
０
名
の
定
員

拡
大
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
30
年

４
月
に
向
け
て
合
計
５
７
９
名

の
定
員
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
幼
稚
園
事
業
者
に
お
け
る

長
時
間
預
か
り
に
つ
い
て
の
協

議
・
調
整
や
、
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
検
討
す
る
幼
稚
園

が
あ
る
場
合
の
移
行
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
本
年
度
中
に
藤
沢
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
中
間
見
直
し
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
藤
沢
市
保
育
所
整
備
計

画
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
つ
い

て
も
見
直
し
、
30
年
度
、
31
年

度
の
保
育
需
要
に
対
応
し
て
い

く
。

れ
枠
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
30
年
４

月
に
向
け
た
保
育
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
認
可
保
育
所
本
園

及
び
分
園
の
設
置
運
営
法
人
の

公
募
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

本
園
２
地
区
３
法
人
、
分
園
３

地
区
３
法
人
の
設
置
運
営
法
人

を
選
定
し
た
。
こ
の
６
月
に
施

設
整
備
に
係
る
補
助
金
の
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
た
後
に
、
神

奈
川
県
と
の
事
前
協
議
等
を
経

て
、
30
年
４
月
の
開
所
に
向
け

て
整
備
に
着
手
し
て
い
く
。

　

次
に
、
５
月
22
日
か
ら
７
月

７
日
ま
で
を
募
集
期
間
と
し
て
、

定
義
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

本
市
に
お
い
て
は
、
入
所
申
し

込
み
を
継
続
し
て
い
る
方
は
、

入
所
が
で
き
た
場
合
に
復
職
す

る
意
思
が
あ
る
と
み
な
し
、
最

大
の
人
数
と
し
て
、
育
児
休
業

中
の
方
を
全
員
待
機
児
童
数
に

含
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
市
の
29
年
４
月
１
日
現
在

の
待
機
児
童
数
は
、
改
正
後
の

定
義
で
は
１
４
８
人
と
な
る
が
、

改
正
前
の
定
義
で
は
38
人
と
な

り
、
昨
年
よ
り
17
人
減
少
し
た
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
に
お

け
る
待
機
児
童
の
多
く
は
３
歳

未
満
児
が
占
め
、
そ
の
受
け
入

合
計
で
25
件
で
あ
る
。
ま
た
、

有
料
の
う
ち
改
定
し
な
い
も
の

は
、
使
用
料
が
４
２
２
件
、
手

数
料
が
29
件
、
合
計
４
５
１
件

で
あ
る
。
な
お
、
無
料
と
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
有
料
化
す

る
も
の
は
な
い
。

　

改
定
す
る
料
金
（
使
用
料
及

び
手
数
料
）
と
し
て
、
ま
ず
、

施
設
利
用
等
に
係
る
使
用
料
で

は
、
太
陽
の
家
体
育
館
、
藤
沢

青
少
年
会
館
及
び
辻
堂
青
少
年

会
館
に
つ
い
て
は
、
現
行
料
金

と
の
乖
離
幅
（
※
）
に
よ
る
改

定
率
ど
お
り
、
①
太
陽
の
家
体

育
館
は
１
２
０
％
か
ら
１
４
０

％
、
②
藤
沢
青
少
年
会
館
は
１

３
０
％
か
ら
１
４
０
％
、
③
辻

堂
青
少
年
会
館
は
１
３
０
％
か

ら
１
５
０
％
―
―
以
上
３
つ
の

と
お
り
改
定
を
す
る
。

　

な
お
、
太
陽
の
家
体
育
館
体

育
室
（
ス
ポ
ー
ツ
以
外
）
の
午

後
の
区
分
の
改
定
率
は
、
本
来

１
２
０
％
と
な
る
が
、
夜
間
区

分
の
料
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
改
定
率
１
１
０
％
で
改

定
す
る
。

　

次
に
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

展
示
室
に
つ
い
て
は
、
近
隣
他

市
施
設
の
平
米
単
価
を
参
考
と

し
て
改
定
す
る
（
改
定
率
は
１

２
０
％
）。
ま
た
、
桐
原
野
球

場
に
つ
い
て
は
、
県
内
他
市
の

同
規
模
野
球
場
と
比
較
の
上
、

改
定
す
る
（
改
定
率
は
約
１
２

８
％
か
ら
１
３
０
％
）。

　

証
明
書
発
行
等
に
係
る
手
数

料
と
し
て
、
大
庭
台
墓
園
墓
地

管
理
手
数
料
は
、
近
隣
他
市
料

金
の
平
米
単
価
を
参
考
と
し
て

改
定
す
る
（
改
定
率
は
１
０
５

％
）。
ま
た
、
看
護
学
校
入
学

金
は
、
現
行
料
金
と
の
乖
離
幅

に
よ
る
改
定
率
ど
お
り
に
改
定

し
て
も
、
県
内
他
校
よ
り
安
価

と
な
る
た
め
、
現
行
料
金
と
基

準
料
金
と
の
平
均
値
で
改
定
す

る
（
改
定
率
は
約
１
６
９
％
）。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
改
定

す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ

い
て
、
９
月
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
改
正
条
例
案
を
提
出
し
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
４
月
１
日

ま
で
に
施
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

　

総
合
事
業
の
推
進
は
、「
在

宅
生
活
の
支
援
」
は
も
と
よ
り
、

「
地
域
活
動
の
支
援
・
担
い
手

の
育
成
等
」
及
び
「
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り
」
等
の

検
討
と
一
体
的
に
進
め
て
い
く
。

　

29
年
度
の
全
体
計
画
に
お
い

て
、
福
祉
分
野
の
各
計
画
の
中

間
見
直
し
や
改
定
を
行
い
、
国

の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
改
革
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
考
え
方

や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
各
計
画
に

反
映
さ
せ
、
整
合
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

（※）乖離幅…現行の公共料金とトータルコストをもとに算定した基準料金の
　　　　　　差を倍数で表したもの。

〇
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定

等
に
関
す
る
意
見
書

　

政
府
は
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
、
年
率
３
％
程
度
を
目

途
と
し
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成

長
率
に
も
配
慮
し
つ
つ
引
き

上
げ
、
全
国
加
重
平
均
が
１

千
円
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
社
会
的
な
課
題
に

対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の

流
れ
は
着
実
に
前
進
し
て
お

り
、
４
年
連
続
で
２
％
台
の

賃
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

伸
び
率
と
金
額
は
鈍
化
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
水
準
で
あ
る
９

３
０
円
を
年
収
に
換
算
す
る

と
約
１
９
４
万
円
と
な
り
、

生
計
を
維
持
す
る
に
は
難
し

い
水
準
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
経
済
の
好
循
環
を
確
立

す
る
た
め
に
は
、
賃
金
の
引

き
上
げ
を
、
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
に

も
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
当
た

っ
て
は
、
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
へ
の
支
援
策
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
等
関
係
機

関
に
対
し
、
①
経
済
の
好
循

環
の
実
現
の
た
め
に
早
期
に

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問

・
改
定
を
行
う
こ
と
、
②
最

低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
強
化
と
し
て
、
国
と

し
て
実
施
し
て
い
る
各
施
策

に
お
け
る
神
奈
川
県
で
の
活

用
実
績
等
、
取
り
組
み
成
果

の
見
え
る
化
と
、
公
正
な
取
引

関
係
の
確
立
に
向
け
た
価
格
転

嫁
を
阻
害
す
る
行
為
へ
の
適
切

な
指
導
、
監
視
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
、
③
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
の
取
り
組
み
と
連

動
さ
せ
た
更
な
る
取
引
条
件
の

改
善
、
賃
金
引
き
上
げ
、
労
働

生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と

―

以
上
3
点
を
強
く
要
望
す
る
。

〇
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
の
中
止
と
検
診
体

制
の
刷
新
、
接
種
者
全
数
健
康

調
査
を
求
め
る
意
見
書

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン

と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な

い
副
反
応
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
年
６
月
、
国
民
に
適
切

な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の

間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧

奨
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
、
明

確
な
判
断
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま

４
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
28

年
11
月
ま
で
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
疑

い
報
告
件
数
は
３
０
２
６
件
で
、

う
ち
重
篤
な
も
の
は
１
６
７
５

件
で
あ
る
が
、
因
果
関
係
の
証

明
が
困
難
な
た
め
医
療
体
制
、

救
済
制
度
の
推
進
が
さ
れ
ず
、

多
く
の
関
係
者
が
現
在
も
苦
し

ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
に
は
、
免
疫
反
応
を
高

め
る
た
め
の
特
殊
な
化
合
物
が

添
加
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
を
安
心
し
て
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
副
反
応

に
関
す
る
事
実
を
検
証
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
接
種

後
症
状
発
症
の
機
序
、
治
療

体
制
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
定

期
接
種
を
中
止
と
し
、
現
行

の
検
診
体
制
を
子
宮
頸
が
ん

に
よ
る
死
亡
者
を
減
ら
す
有

効
な
手
段
と
な
る
よ
う
刷
新

す
る
と
と
も
に
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の

全
数
調
査
を
行
い
、
国
民
が

安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
情
報
と
環
境
を
整
え

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

〇
米
海
軍
空
母
艦
載
機
の
夜

間
飛
行
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
29
年
５
月
20
日
か
ら

22
日
に
か
け
て
、
米
海
軍
厚

木
基
地
に
お
い
て
空
母
艦
載

機
の
夜
間
飛
行
が
行
わ
れ
た
。

多
く
の
住
民
が
就
寝
し
て
い

る
時
間
帯
の
騒
音
被
害
は
、

以
前
に
も
発
生
し
て
お
り
、

昭
和
38
年
９
月
19
日
の
日
米

の
政
府
間
合
意
「
厚
木
海
軍

飛
行
場
騒
音
規
制
」
に
お
い

て
、
午
後
10
時
か
ら
翌
朝
６

時
ま
で
の
間
の
飛
行
は
原
則

禁
止
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
深
夜
、
未
明
に
か

け
て
空
母
艦
載
機
の
離
発
着

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

米
海
軍
か
ら
必
要
性
の
説
明

は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
神
奈

川
県
に
対
し
、
米
海
軍
厚
木

基
地
で
の
深
夜
及
び
未
明
の

空
母
艦
載
機
の
飛
行
に
対
し

て
厳
重
に
抗
議
し
、
米
海
軍

が
日
米
間
合
意
を
遵
守
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

　
　
（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

３
件
を
政
府
等
へ
提
出

意

見

書

平成29年４月１日に開園した辻堂すきっぷ保育園（定員60名）

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
30
年
４
月
ま
で
に

５
７
９
名
の
定
員
拡
大
を
予
定
子ども文教

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

短
期
目
標
に
向
け
た
　
　
　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

厚生環境  

公
共
料
金
の
見
直
し

使
用
料
及
び
手
数
料
の
　

改
定
案
を
報
告
総　務

常

委
別

員

の

き

会

任
特

委

会

動

員

・


